
介紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
　
喬
平

紀
州
湯
川
氏
の
祖
先
伝
承
に
関
す
る
一
考
察

宇
佐
八
幡
託
宣
集
の
一
考
察

新
田
義
貞
の
西
征
を
め
ぐ
る
問
題

花
営
三
代
記
考

兵
庫
県
小
野
市
文
化
財
拾
遺

斉宮茨二湯
藤崎木宮川

　隆一正敏
孝旨成彦治

坂
上
氏
の
長
宝
寺
所
蔵
よ
み
が
え
り
の
草
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
薫

三
重
県
亀
由
市
及
び
関
町
に
お
け
る
佐
藤
継
信
・

忠
信
兄
弟
の
伝
承
　
　
　
　
　
　
　
異
聞
　
裕
雄

丹
波
国
小
野
原
荘
に
お
け
る
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
下

石
川
耳
鼻
事
蹟
考
　
　
　
　
　
　
　
山
本

狩
野
山
雪
に
お
け
る
正
統
と
異
端
　
田
中

対
馬
以
酊
庵
輪
番
管
毛
岳
元
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉

　四隆
豊郎史

選
一

有
沢
永
貞
と
『
諸
国
居
城
上
図
』
を
め
ぐ
る
一
考

察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
垣
聡
一
郎

近
世
寺
内
町
の
存
立
　
　
　
　
　
　
藤
本

藩
札
資
料
か
ら
み
た
名
塩
紙
　
　
　
亥
野

天
保
期
に
お
け
る
森
川
杜
園
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井

山
田
方
谷
の
改
革
理
念
に
つ
い
て
　
朝
森

幕
末
に
お
け
る
第
二
回
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
r

彊篤
允
晶
　
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
西

両
墓
制
に
お
け
る
石
塔
と
埋
葬
地
　
井
阪

明
治
初
年
堺
県
に
お
け
る
神
社
整
理

康i義
二麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
　
敬

三
重
紡
績
所
の
水
力
的
基
礎
　
　
　
末
尾
　
至
行

淡
路
島
や
き
も
の
概
説
　
　
　
　
　
広
岡
　
俊
二

今
井
嘉
幸
と
『
五
十
年
中
夢
』
　
　
松
岡
文
平

大
正
・
昭
和
初
期
の
大
都
市
制
度
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
村
　
篤
樹

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
住
友
財
閥
　
小
田
　
康
徳

大
阪
空
襲
下
の
人
心
の
動
向
　
　
　
小
山
　
仁
示

結
婚
式
場
と
霊
園
墓
地
　
　
　
　
　
竹
田
　
聴
洲

　
（
A
5
判
　
｝
〇
一
〇
頁
　
一
九
七
六
年
九
月
　
横
田

　
健
一
先
生
還
暦
記
念
会
　
頒
価
一
五
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
助
手
　
今
谷
　
明
）

J
・
一
ア
ス
。
ハ
　
ニ
　
ェ
著
、
　
有
㎝
国
由
心
齪
三
士

『
自
然
哲
学
再
興
・

　
　
ヘ
ル
メ
ス
哲
学
の
秘
法
』

本
書
は
ジ
ャ
ン
・
デ
ス
パ
ニ
ェ
　
（
旨
①
ρ
p
◎
．
国
ω
℃
甲

σQ

島
@
げ
）
が
一
六
二
三
年
、
パ
リ
で
出
版
し
た
寧
や

ら
ミ
ミ
§
§
℃
ミ
亀
q
§
腰
題
ミ
§
馬
及
び
鼠
§
早

§
ミ
嵩
津
臓
ミ
無
憂
§
㌧
ミ
ご
8
特
ミ
§
O
憾
§
の
翻

訳
で
あ
り
、
　
「
ヘ
ル
メ
ス
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
底
本
に
は
」
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
皿

ド
ゥ
ザ
ー
グ
に
よ
る
仏
訳
重
い
．
臼
ま
ミ
恥
§
ミ

特
ミ
8
愚
ミ
鳥
翫
．
導
喚
ミ
翌
㌣
ミ
“
謙
馬
　
§
　
N
へ
“

㌧
ミ
ご
8
特
ミ
馬
§
ミ
ミ
曳
門
馬
曵
題
ミ
惹
♪
お
誌
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
著
者
の
デ
ス
パ
ニ
ェ
は
ミ
シ
ュ
レ
の
『
魔
女
』

（一

ｪ
六
二
）
で
有
名
な
バ
ス
ク
地
方
の
魔
女
事

件
の
さ
い
（
一
六
〇
九
）
に
ア
ン
リ
四
生
の
命
を

受
け
て
ラ
グ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た
ボ
ル
ド
ー
の
高

等
法
院
長
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
ミ
シ
ュ
レ
が
、

ほ
と
ん
ど
侮
蔑
的
な
調
子
で
断
罪
し
た
の
は
も
う

一
人
の
裁
判
官
ピ
エ
ル
・
ド
・
ラ
ソ
ク
ル
の
ほ
う

で
、
デ
ス
パ
ニ
ェ
は
五
百
人
以
上
の
魔
女
を
出
廷

さ
せ
た
魔
女
狩
り
に
も
た
い
し
た
関
り
は
も
た
な

か
っ
た
ら
し
い
。

　
デ
ス
パ
ニ
ェ
に
は
す
で
に
一
六
一
〇
年
『
若
き

君
主
の
た
め
の
教
育
論
』
の
著
作
も
あ
っ
た
が
、

な
か
で
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
用
辞
を
用
い
て

秘
教
主
義
的
な
自
然
哲
学
を
展
開
し
た
本
書
は
、

そ
の
後
も
版
を
重
ね
ア
ル
ビ
ネ
ウ
ス
や
マ
ソ
ジ
ェ

に
よ
る
同
種
書
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。

　
『
自
然
哲
学
の
再
興
』
は
二
四
五
の
断
章
か
ら

な
る
。
そ
の
う
ち
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
は
一
一
五

九
、
一
三
三
－
一
五
六
、
二
＝
二
一
二
四
五
で
、
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オ
ミ
ッ
ト
さ
れ
た
部
分
は
仏
訳
老
の
要
約
が
そ
れ

を
補
っ
て
い
る
。
大
き
な
章
だ
て
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
断
章
は
前
章
の
帰
結
で
あ
っ
た
り
、
再
蕎

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
解
説
、
是
正
、
弁
護
で

あ
っ
た
り
、
か
な
り
複
雑
な
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
の
際

限
の
な
い
連
続
で
、
一
貫
性
を
欠
く
印
象
を
与
え

る
。　
し
い
て
行
な
う
な
ら
次
の
よ
う
な
区
分
が
可
能

だ
ろ
う
。
ω
創
造
主
と
被
造
物
と
の
関
係
に
関
す

る
部
分
　
（
断
章
一
－
九
）
　
そ
こ
で
は
神
は
　
「
工

匠
」
に
、
自
然
は
「
代
理
を
つ
と
め
る
工
人
」
に

喩
え
ら
れ
る
。
世
界
は
自
然
か
ら
区
別
さ
れ
て
い

る
。
②
世
界
の
界
域
に
関
す
る
部
分
（
一
〇
一
一

二
）
、
③
「
万
物
の
根
源
を
な
す
劫
初
の
物
質
」

で
あ
り
、
　
「
諸
元
素
お
よ
び
世
界
の
直
接
材
料
」

で
あ
る
第
一
物
質
に
関
す
る
部
分
（
＝
二
一
一

九
）
、
そ
れ
は
「
深
淵
」
と
も
「
暗
黒
の
蒸
気
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
ω
世
界
の
創
造
に
関
す
る
部
分

（
二
〇
一
二
八
）
創
造
の
第
一
臼
は
、
　
「
暗
黒
の

星
塊
」
た
る
質
料
的
根
源
に
光
で
あ
る
普
遍
的
形

相
が
滲
透
す
る
こ
と
で
開
始
し
た
。
⑤
太
陽
の
創

造
に
関
す
る
部
分
（
二
八
－
三
六
）
。
太
陽
は
「
宇

宙
の
心
臓
」
に
喩
え
ら
れ
、
太
陽
中
心
説
が
う
べ

な
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
⑥
人
間
の
創
造
に
関

す
る
部
分
（
三
七
一
三
九
）
、
⑦
質
料
と
形
相
に

関
す
る
部
分
（
四
〇
－
四
九
）
、
「
欠
如
」
が
自
然

の
原
理
か
ら
排
除
さ
れ
、
　
「
腐
敗
」
は
生
殖
に
必

要
な
作
用
因
と
さ
れ
る
。
⑧
純
粋
元
素
と
物
質
元

素
及
び
混
合
体
に
関
す
る
部
分
（
五
〇
一
五
九
）

⑨
自
然
の
循
環
に
関
す
る
部
分
（
一
一
二
三
－
一
四

九
）
、
昇
華
、
沈
澱
、
煎
出
、
稀
薄
化
、
凝
縮
、

乾
燥
、
湿
潤
、
熟
成
と
い
っ
た
用
語
で
説
明
さ
れ

る
。
そ
し
て
「
み
み
ず
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
の

動
物
が
、
海
藻
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
の
植
物

が
」
類
似
に
よ
っ
て
「
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
小
さ
な

世
界
で
大
き
な
世
界
の
像
に
対
応
し
て
い
る
」
と

す
る
。
愈
◎
三
つ
の
第
二
次
元
素
、
塩
と
硫
黄
と
水

銀
に
関
す
る
部
分
（
一
五
〇
t
一
五
六
）
。
そ
れ

ら
は
、
三
つ
の
一
次
元
素
の
三
重
の
婚
姻
と
結
合

か
ら
生
ま
れ
る
。
⑳
金
属
の
生
命
に
関
す
る
部
分

（一

ﾜ
五
一
六
）
、
㈱
根
源
的
湿
性
に
関
す
る
部

分
（
一
＝
三
i
二
二
五
）
そ
れ
は
「
不
死
」
で
あ

り
、
第
一
物
質
の
名
残
り
、
そ
の
純
粋
に
し
て
不

滅
な
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
生
命
と
生
殖
の

直
接
主
体
で
あ
る
。
⑬
天
界
の
普
遍
的
実
質
に
関

す
る
部
分
（
二
三
七
一
二
四
四
）
。
そ
れ
は
、
「
各

部
が
ひ
と
つ
な
ぎ
に
な
っ
て
切
れ
目
が
な
い
状
態

に
あ
る
。
」
「
し
た
が
っ
て
、
こ
の
世
界
を
巧
み
に

組
み
立
て
ら
れ
た
機
械
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え

て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
唐
突
に
¢
母
神

の
「
知
」
と
「
意
」
に
関
す
る
論
議
（
二
四
五
）

を
行
な
っ
て
デ
ス
パ
ニ
ェ
は
退
く
。
以
上
、
き
わ

め
て
疎
略
で
乱
暴
な
紹
介
で
し
か
な
い
が
、
も
と

よ
り
一
貫
性
を
欠
く
著
作
で
あ
る
の
で
よ
し
と
せ

ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
た
だ
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
我
々
が
近
年
、

司
毒
β
o
①
。
。
ぐ
暮
＄
の
O
ご
ミ
§
ミ
b
づ
養
壽
。
§
ミ

W
ぎ
鴫
ミ
§
ミ
鵠
寄
鼠
ミ
§
蝸
H
⑩
①
恥
そ
の
他
に
よ

っ
て
よ
う
や
く
概
略
的
に
も
ふ
れ
う
る
よ
う
に
な

っ
た
い
わ
ゆ
る
「
ヘ
ル
メ
ス
哲
学
」
な
る
も
の
と
、

デ
ス
パ
ニ
ェ
の
そ
れ
と
は
、
若
干
の
懸
隔
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
デ
ス
パ
ニ
ェ
の
特
徴
は
秘
教

哲
学
へ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ー
ス
ロ
ラ
学
的
な
語

彙
の
導
入
で
あ
り
、
そ
う
し
た
枠
組
の
中
で
の
秘

教
哲
学
の
再
構
成
で
あ
る
。
彼
に
は
、
一
六
世
紀

の
戦
闘
的
な
マ
グ
ス
達
の
荒
々
し
さ
は
み
ら
れ
ず
、

「
再
興
」
を
唱
え
な
が
ら
、
む
し
ろ
後
退
し
た
居

ず
ま
い
の
正
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
一
七
世
紀
前
半
の
一
般
的
な
ス
コ
ラ
学

の
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
気
運
の
中
で
考
え
あ
ぐ
ね

た
末
の
手
段
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
対
照
的
に
、
こ
の
『
自
然
哲
学
の
再
興
』
と
、

総
論
と
各
論
、
理
論
と
応
用
と
の
関
係
に
あ
る

『
ヘ
ル
メ
ス
哲
学
の
秘
法
』
は
、
　
「
賢
者
の
石
」

抽
出
の
た
め
の
手
続
き
を
伝
統
ど
お
り
、
定
型
を
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介紹

一
歩
も
で
ず
、
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。
こ
の

著
述
の
態
度
の
相
違
は
、
出
版
当
時
の
表
題
と
、

ド
ゥ
ザ
ー
グ
の
仏
訳
の
表
題
と
に
お
け
る
両
書
の

主
客
の
逆
転
と
と
も
に
興
味
深
く
、
し
か
も
お
そ

強
く
重
要
で
あ
る
。

　
巻
末
の
訳
者
解
説
は
、
宗
教
学
、
心
理
学
、
文

学
、
図
像
学
、
科
学
史
、
精
神
史
等
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
メ
ス

哲
学
－
錬
金
術
の
、
現
在
に
お
け
る
最
大
公
約
数

的
な
理
解
を
簡
潔
に
、
て
ぎ
わ
よ
く
ま
と
め
て
お

り
、
良
質
の
解
説
で
あ
る
。
図
版
中
、
出
典
不
明

と
な
っ
て
い
る
一
五
一
ペ
ー
ジ
の
も
の
は
、
V
・

W
・
X
の
図
版
同
様
、
国
臨
霧
諺
ω
げ
召
9
ρ
§
馬
ー

ミ
簑
§
G
ぎ
§
鵠
§
鳶
b
d
ミ
§
鼠
§
§
噛
♂
語
u
℃
・

H
8
に
み
え
る
。

　
（
B
6
判
　
二
四
〇
頁
　
一
九
七
七
年
五
月
　
白
水
社

　
（
ヘ
ル
メ
ス
叢
書
2
）
　
二
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
川
島
昭
夫
京
都
大
学
大
学
院
生
）

竹
田
聴
洲
博
士
還
暦
記
念
三
編

翻
曝
謙
譲
講
本
宗
教
の

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
と
民
俗
』

　
本
書
は
、
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
竹
田
聴
洲

先
生
の
還
暦
を
記
念
し
て
、
一
九
七
六
年
一
二
月

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
竹
田
先
生
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
大
阪

市
に
生
ま
れ
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
京
都
帝

国
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
、
四
〇
年
に
は
同

大
学
院
に
す
す
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
兵
役
に
よ

り
大
学
を
離
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
復
員
と
と

も
に
大
学
院
に
復
学
、
御
研
讃
を
積
ま
れ
ま
し
た
。

一
九
五
四
年
か
ら
は
同
志
社
大
学
に
勤
務
さ
れ
、

六
〇
年
に
同
大
学
文
学
部
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
三
〇
年

近
く
講
師
を
続
け
ら
れ
て
い
る
仏
教
大
学
を
は
じ

め
、
関
西
大
学
・
花
園
大
学
・
京
都
大
学
・
大
阪

府
立
女
子
大
学
・
北
海
道
大
学
等
で
も
教
鞭
を
と
、

ら
れ
、
r
多
く
の
学
生
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
学
問
は
、
彪
大
な
在
地
史
料
・
民
俗
資

料
を
駆
使
し
て
、
日
本
の
歴
史
的
社
会
に
お
け
る

宗
教
の
意
義
と
役
割
を
、
地
域
の
人
々
の
生
活
に

密
着
し
た
も
の
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
　
『
民
俗
仏
教
と

祖
先
崇
拝
』
（
東
大
出
版
　
一
九
七
一
年
）
『
近
世

村
落
の
社
寺
と
神
仏
習
合
』
　
（
法
蔵
館
　
一
九
七

二
年
）
を
は
じ
め
と
し
た
著
作
・
論
文
に
結
実
し
、

大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
今
な

お
前
に
増
し
て
、
広
範
な
学
問
領
域
に
わ
た
っ
て
、

旺
盛
な
研
究
活
動
を
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
か
た
ち
で
先
生
の

学
問
に
ふ
れ
、
共
に
切
瑳
琢
磨
し
、
或
は
里
桜
を

う
け
た
、
関
係
者
・
受
講
生
の
有
志
に
よ
る
献
呈

論
文
集
で
す
。
冒
頭
に
、
竹
田
先
生
の
論
稿
が
あ

り
、
以
下
二
四
本
の
論
文
が
歴
史
篇
・
民
俗
篇
の

二
部
に
わ
け
て
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
分
多
数

で
す
の
で
、
以
下
タ
イ
ト
ル
の
み
紹
介
し
て
お
き

ま
す
（
副
題
は
略
し
ま
し
た
）
。
な
お
巻
頭
に
は
、

竹
田
先
生
の
略
年
譜
と
上
梓
目
録
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

近
代
民
間
寺
院
の
生
態
系
…
…
…
…
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聴
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歴
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檀
越
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つ
い
て
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
五
島
　
正
樹

『
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暦
僧
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』
聖
武
天
皇
伝
と
国
分
寺
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立

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
中
井

石
清
水
八
幡
閉
創
祀
の
背
景
…
…
…
小
倉

不
動
尊
信
仰
の
伝
播
者
の
問
題
…
…
田
中

屠
牛
者
放
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
：
：
西
田

僧
伝
に
お
け
る
史
実
と
説
話
…
…
…
成
田

朝
日
山
信
寂
と
浄
土
宗
播
磨
義
…
…
薗
田

浄
土
宗
初
期
の
付
法
に
つ
い
て
…
…
玉
山

生
馬
山
竹
林
寺
の
開
創
伝
承
考
証
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近
江
国
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村
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成香俊円久下真
元融治我夫一孝
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